
盛岡三高先輩の声 

 
ここからは令和 3年度入学の先輩（現 1年生）の三高生として過ごした約 3か

月の手記を掲載します。盛岡市内の中学校出身者３名、近郊区域（学区内）の

中学校出身者２名、下宿生（学区外の中学校出身者）１名、計６名の先輩の声

が皆さんに伝われば幸いです。 

 

 

 
 

校訓 「鴻鵠之志（こうこくのこころざし）」 石碑前でのクラス記念撮影 

～1年間の思い出を胸に 2年生での活躍を誓って～    （R3 3月撮影） 

 

 

 

 



 

氏 名 渕
ふち

澤
ざわ

 颯
そう

太
た

 

部活動 サッカー部 

出身中学校 盛岡市立大宮中学校 

大宮中学校から三高までは自転車で３５分くらいかかりますが、その分、それに見合った

学校生活をすることが出来ます。 

学習面では、授業が進むのが速いので、高校では、予習と復習が欠かせません。部活動で

は、活動時間が長くなるので中学校より質が高く、より楽しくできています。また中学校の

時より部室も広くなり、より快適です。 

また、三高は約２０年前に建てられたので、校舎内外はとても綺麗ですし、エアコンもつ

くので、学校はとても過ごしやすいです。高校と言えば購買という人もいるかもしれません。

三高の購買は種類が豊富で、美味しいので、三高に入学したらぜひ食べてみてください。 

そして三高は主体性をとても大事にしています。自分から積極的に行動していかないと

グローバル化していく世界では活躍することは出来ません。そのため、三高は、「随処為主

（ずいしょいしゅ）」を校訓に、皆が主体性を持って日々生活しています。 

以上のことから三高は勉強だけでなく、世界で羽ばたけるように色々なことに取り組ん

でいるので、皆さんも三高がどういう学校か知ってください。そして三高に入学してきて下

さい。 

皆さんを待っています。 

  



 

氏 名 齋藤
さいとう

 愛
まな

華
か

 

部活動 テニス部 

出身中学校 盛岡市立厨川中学校 

皆さん、三高にどのような印象を抱いていますか？ガリ勉しかいなさそう、堅苦しそう、

授業が難しそう…？自分も一年前はこんなイメージを持っていました。しかし入学してみ

て１８０度イメージが変わりました。 

 まず、授業のスタイルが中学と大きく変わりました。 

これは、授業のスピードが速くなったということではなく(数学は予習を欠かさずすること

をオススメしますが)三高ではよくペアやグループでのディスカッションをして自分の力を

精一杯使ってより深く分からない所を追求します。特に「アプライド英語」という三高独自

の教科は、まるまる一時間ＡＬＴの先生が担当し、英語でディスカッションすることができ

るようになるための授業です。私はまだまだ未熟ですが、だんだん自分の意見が英語で表現

できるようになってきて面白くなってきました！このように三高では自分の力を伸ばすた

めの工夫があり、新しいことにもどんどん挑戦している毎日が新しい学校です。ですので、

もちろん生徒もそれに感化されてきます。 

また、先日、部活動が新体制になったのですが新しい練習メニューを多く取り入れてより

効率的な練習になりました！このように三高は色んなことにチャレンジしてみたい人にと

って、とても良い学校です！部活動ももちろんですが、図書館のなかにとても広い自習スペ

ースがあり、職員室前の廊下に長い机がありそこで先生に分からないところを教えてもら

っている人もいます。 

 三高は、部活動にも力を入れたい、一度きりの高校生を思いっ切り充実させたいなど、勉

強以外のものにも挑戦したい人や、まだ将来の夢が決まっていないから色々なものを目指

せる高校を選びたい人など、自分の可能性を広げたい人にぴったりです。是非、一度入学を

検討してみて下さい！では、受験勉強頑張ってください！！ 

  



 

氏 名 菊池
き く ち

 雄斗
ゆ う と

 

部活動 バスケットボール部 

出身中学校 盛岡市立土淵中学校 

三高に行こうと思っている方、今の段階でどんなイメージを持っていますか。文武両道？

それとも有数の進学校？様々あると思います。僕も実際思っていました。では、これらを踏

まえていろいろ紹介します。 

 最初に書いたことは大方間違いではないです。でも、有数の進学校ではなく、あくまで通

過点に過ぎないということです。入学してそのことを知りました。これに加え、校則があま

り厳しくないことや生徒一人一人について真剣に考えてくれる学校でもあると感じました。

また、三高は「文武不岐（ぶんぶふき）」です。当然勉強量も増え部活動もより忙しくなり

ます。置いて行かれないために、今のうちから苦手をなくすこと、生活リズムを整えること

です。今からでも遅くないです。そうすると充実した生活が送れますよ！ 

 初めてのことばかりでしたが、クラスにすぐなじめるし、先生方にも支えられ、今が充実

しています。生徒も一人一人意識が高く、「随処為主（ずいしょいしゅ）」・「鴻鵠之志（こう

こくのこころざし）」のもと、日々過ごしています。素晴らしいと思いませんか？また、同

じくらいの学力の人たちが集まるので、毎日お互い刺激が与えられ、より一層勉学にも力を

入れられます。自転車通学で足腰も鍛えられます。（笑） 

 三高はとても良い学校です。自分のことができれば絶対楽しむことができると思います。

それでは、受験頑張ってください！応援しています！一緒に三高を楽しみましょう！ 

  



 

氏 名 加藤
か と う

 萌
も

愛
あ

  

部活動 陸上競技部 

出身中学校 矢巾町立矢巾北中学校 

みなさん、こんにちは。突然ですが、みなさんは志望校を決めたでしょうか。勉強と部活

動のどちらも頑張りたい方はぜひ三高にチャレンジしてみてはどうでしょう。これから、皆

さんに三高での生活を紹介していきたいと思います。 

 三高、と聞くと「勉強」というイメージを持つ人が多いと思います。私自身も中学校の頃

はそうでした。しかし、全然そんなことはないですよ。部活動にも、十分打ち込めます。平

日は約２時間半、休日も３時間ほど練習しており、県大会では表彰台にのぼる先輩や仲間が

たくさんいます。それは、三高生なりに工夫をし、少しでも多くの時間を作り出して毎日充

実した部活動ができているからです。まさに三高は、文武両道ができる学校だと思います。

部活動に燃えたい方にもピッタリだと思います。 

 次に、勉強についてです。授業のスピードは中学校と比べるとやはり早く感じるのが正直

な感想です。宿題ももちろん増えます。しかし、いつでも周りには共に頑張る仲間がいて、

とても良い環境で学習できます。私は皆より学力は足りていない状態で入学したと思いま

すが、クラスメイトのおかげで毎日一生懸命勉強できています。勉強が好きな方にもお勧め

の学校です。 

 最後に、中学校での習慣だった先手必勝のあいさつは高校生になって、とても役立ってい

ます。勉強、部活動、そしてあいさつを大切にしてほしいです。 

 ぜひ、三高にチャレンジしてみて下さい。 

  



 

氏 名 髙
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部活動 バスケットボール部 

出身中学校 岩手町立沼宮内中学校 

皆さんは三高のことをどのくらい知っていますか？私もまだ入学して約３か月しかたっ

ておらず、三高のすべてを知っている訳ではありませんが入学して感じた三高の良いとこ

ろや驚いたことを紹介します！ 

私は三高に入ってとても驚いたのは 1 学年の人数がとても多いこと・校内設備がとても

整っていること・部活動の種類が多いことの三点です。初めは友達ができるか不安でしたが、

三高はグループ学習が多いのですぐに仲良くなることができました。そして、三高は校舎が

とてもきれいです。先輩方がこの校舎を大切に使ってくださったおかげで、毎日とても快適

に過ごすことができています。トイレや体育館などもとてもきれいです。部活動では、種類

がとても多く、どれも魅力的なものばかりです。部活動体験期間が長いので、たくさん悩ん

で見学して自分に合った部活動を探すことができると思います。 

私は家が少し遠く電車とバスで通っており、帰りが遅くなることもありますが、それでも

この三高に入学できて本当に良かったと思います。お互いに切磋琢磨し高め合える友達や、

クラスメイトと勉強を教え合ったり、勉強だけでなく部活動にも全力で取り組んだり…と、

本当に心の底から楽しんで高校生活を送ることができています！ 

私はこれから体育大会や三高祭などを経験し、さらに三高の良いところを実感すると思

います。皆さんも三高に入学すれば楽しい高校生活が待っています！受験勉強はとても大

変だと思いますが頑張ってください！ 

  



 

氏 名 今村
いまむら

 碧
あおい

 

部活動 美術部 

出身中学校 岩泉町立岩泉中学校 

 三高は生徒全員の勉強や生活、部活動の意識が高い学校です。生活においても、勉学にお

いても意識の低かった私は入学してすぐに「頑張らなくては」と思いました。 

入学時にそう感じたこともあり、私は三高でやっていけるのだろうかとネガティブに考

えていました。しかし、三高で日々同級生の姿を見て、より広い世界へと視野を広げる第一

歩ととらえました。レベルの高い仲間たちと切磋琢磨できるこの環境を最大限活用して自

分自身を高めていき、私自身も周りの人に影響を与え続ける人間になれるように努力して

いきたいと、考え方が変わりました。 

 三高に入るにあたり、地元を離れて下宿しなければいけないということを考えたときは、

特に心配が大きかったです。しかしこれも、自立した生活を送るための第一歩だと前向きに

とらえることで、自分自身を高めていこうと思えました。また、人間関係も一から作り上げ

ていくことで、これからの社会生活で欠かせないコミュニケーション能力を高めていけた

と感じています。 

 不安だらけでスタートした学校生活でしたが、三高の仲間たちや先生方のおかげで、不安

も自分を成長させてくれる貴重なチャンスだととらえ、自分自身を高めていこうと思うこ

とができました、三高は私たちのチャレンジを支えてくれる良い学校です。自分を高めてい

きたい、自分の力を存分に発揮したいという人はぜひ三高を目指して頑張ってください！ 


